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1 はじめに   

私たちが意思決定をする時、多変畳データ解  

析（multiv訂iatedataanalysis）が多く使われ  

る。その代表的な手法に主成分分析（Principal  

ComponentAnalysis：PCA）がある。主成分分  

析とは、相関のある多くの変数の値を、1つま  

たは少数の合成変畳（主成分）であらわす方法  

である。つまりは、データから情報を縮約する  

事が、この分析の目標である。本研究では、従  

来型の主成分分析法（エ2一夕CA）に距離関数  

を導入し、新たなる主成分分析法（エl一夕CA）  

の提案をし、かつそのメリットを紹介する。な  

お、本実験計算には「EXCEL多変畳解軌（エ  

スミ）、「NUOPTJ（数理システム）を用いた。  
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ここで、目的関数は補助変数等を導入するこ  

とにより、線形に等価変換だきるだろうが、制  

約式は二乗和＝1であり、本質的に非線形性が  

残ってしまい、線形計画問題への帰着は無理で  

ある。そこで、本研究では、NUOPTのNLP  

版を（絶対値関数を利用し）直接適用し．て、最  

適解を求めた。   

一方、第2主成分ベクトルは第1主成分ベ  

クトルと、直交するという性質があるので、以  

下のようにして求めることができる。  

表3：例題の第2主成分  

項目  上2欝2主成分  エ1第2主成分   

身長  0．89628917   0．910619958   

体重  －0．058768414  －0．004568795   

胸囲  －0．162892818  －0．043751038   

座高  0．408262074  0，410896971   

5 制約付き上1一夕CA   

評価者の意図で、評価ベクトルに制約を付け  

たい場合がある。制約式は、線形であるとは限  

らない。しかしながら、数理計画法パッケージ  

の計算を用いれば、身長u12＋体重u22≧0．8  

といった条件の解析も簡単実現できる。  

表4：叫2＋む22≧0．8  
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4 例題   

比較実験として、文献【1】の例題を解く。  
項目  エ1非線形制約付き第1主成分   

身長   －0．010560238   

体重   －0．894364848   

胸囲   －0．445429719   

座高   －0．039904465  

蓑1：  例願  
データⅣ0．  身長  体重  胸凶  ■座高   

182．0  67．5  85．1  93．7   

2   176．3  ．63．5  83，5  93．0   

3   179．0  63．0  87．0  96．3   

4   172．8  88．0  101．0  94．1   

5   170．0  61．5  83．0  91．8   

6   164．5  58．5  83．5  88．5   

7   170．6  57．0  83．0  88．1   

8   170．4  79．0  98．0  92．5   

9   165．0  63．3  89．5  ・89．7   

10   172．5  66．0  91．4  91．4   

11   173．6  62．5  88．2  92．0   

12   176．3  64．0  87．0  97．0   

13   170．5  60．5  84．0  88．5   

14   161．0  63．0  86．0  87．2   

15   173．0  65．0  84．0  91．0   

16   166．8  70．0  93．5  86．2   

17   171．0  62．0  84．0  88．4   

18   175．5  69．5  92．5  94．5   

19   176．3  73．5  102．8  91．0   

20   169．0  77．5  94．5  95．4   

u12＋ひ22＝0．800006496であった。  

6 考察   

従来までのエ2つまり、2乗距離最大化と同  

様に、上1つまり、絶対距離最大化でのPCA  

も簡単に解くことができた。また、その結果は  

第1，2主成分共に、エ2とエ1で、同傾向の係  

数が導き出されることが分かった。また、線形  

制約はもちろん、非線形制約を与えても、それ  

を満たす最適解を求めることができた。   

7 おわりに   

p乗距離にもとづく主成分分析法を提案し、  

制約条件を考慮することができるこ七を示した  

b＝1）。p＝1，2以外の場合についても意味  

のある分析法があるが、今後の課題である。  

参考文献  

【・1】・木下栄蔵，「わかりやすい数学モデルによ   

る 多変量解析入門」 近代科学社  

【2】高根芳雄，「制約つき主成分分析法新しい   
多変量データ解析法」朝倉書店（1995）  

表2：例題の第1主成分  

項目  エ2第1主成分  エ1第1主成分   

身長  0．101523452  0．008800329   

体重  0．780282378  0．745315269   

胸囲  0．603256464  0．663994916   

座高  0．130131453  0．0594朗‥945   

表1の例題に関して、第2主成分を求める。  
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